
―　 ―28

第60巻第 6号「厚生の指標」2013年 6 月

目的　郡山市の保健指導を効果的に実施することを目的に，肥満の有無やメタボリックシンドロー
ムを構成するリスク因子の重積が循環器系の疾患（心疾患，脳血管疾患，循環器疾患）の死亡
に影響を与えているかを検討した。

方法　後ろ向きコホート調査により，平成11年度の基本健康診査の受診者の内19,107人を対象とし，
循環器系の疾患の死亡の有無を平成13年から平成20年まで追跡調査した。メタボリックシンド
ロームのリスク因子をわが国の診断基準で定義し，肥満の有無別にメタボリックシンドローム
のリスク因子の保有数と心疾患，脳血管疾患，循環器疾患調整死亡ハザード比を算出した。ま
た，リスク因子ごとの調整ハザード比も算出した。ハザード比とその95％信頼区間の算出は
Cox比例ハザードモデルを用いた。

結果　経過中，心疾患，脳血管疾患，循環器疾患の死亡者はそれぞれ209人，168人，425人であっ
た。リスク因子数 0個の非肥満群を基準とした循環器疾患死亡ハザード比はリスク因子 2個ま
たは 3 個の非肥満群およびリスク因子 2 個および 3 個の肥満群でそれぞれ1.55（95%信頼区
間：1.06－2.29），1.55（95%信頼区間：1.03－2.35），脳血管疾患死亡ハザード比はリスク因
子数 2個または 3個の非肥満群で2.10（95%信頼区間：1.17－3.95）と有意なリスク増加を認
めた。心疾患死亡ハザード比は肥満の有無，リスク因子数と関連のある有意な増加は認めな
かった。リスク因子ごとのハザード比では，高血圧が脳血管疾患，循環器疾患の死亡リスクを
有意に上昇させ，高血糖は脳血管疾患，循環器疾患，心疾患の死亡リスクを有意に上昇させた
が，肥満によるリスク増加は認めなかった。

結論　肥満の有無に関係なくリスク因子数 2個または 3個の群で，循環器疾患による死亡リスクが
有意に増加していた。また，リスク因子としては高血圧，高血糖が死亡リスクを有意に影響し
ていた。以上より，本市での循環器疾患死亡に寄与するリスクとして肥満よりも高血圧および
高血糖が重要であることが明らかになった。

キーワード　メタボリックシンドローム，肥満，高血圧，高血糖，コホート調査

Ⅰ　は　じ　め　に

　平成18年「高齢者の医療の確保に関する法
律」により，わが国では平成20年 4 月より40歳
以上の医療保険加入者を対象にメタボリックシ
ンドローム（内臓脂肪型肥満症候群）に着目し

た健康診査（特定健康診査）および保健指導
（特定保健指導）の実施が義務づけられた。保
健指導は，内臓脂肪型肥満を共通の要因として，
「高血圧」「脂質異常」「高血糖」の重積が虚血
性心疾患，脳血管疾患等の循環器疾患発症のリ
スクを高めることから，これらのリスク因子の
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メタボリックシンドロームのリスク因子が
循環器疾患死亡に及ぼす影響について
－福島県郡山市における基本健康診査受診者の追跡調査から－
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重積に応じた保健指導を実施する制度である。
　しかし，メタボリックシンドロームに該当し
なくても，高血圧，脂質異常や高血糖の重積が
循環器疾患発症のリスクを高めることも報告さ
れている。1）-3）そこで，本市の保健指導を効果的
に実施することを目的に，国の人口動態調査死
亡票と本市の住民基本台帳，老人保健法による
基本健康診査の結果を用いて，メタボリックシ
ンドロームを構成する肥満，高血圧，脂質異常
や高血糖のリスク因子の重積と循環器疾患を原
因とする死亡との関連を肥満の有無別に検討し
た。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　対象者抽出のため，厚生労働省の人口動態調
査死亡票と住民基本台帳を統合した標本を用い，
この標本と平成11年度（平成11年 6 月～平成12
年 2 月）に老人保健法による基本健康診査を受
診した者のうち平成20年12月末まで死亡した者
をマッチングさせ抽出した。本研究では，メタ
ボリックシンドロームのリスク因子を以下のよ
うに定義した。①肥満：BMI≧25㎏/㎡，②高
血圧：収縮期血圧≧130㎜Hgまたは拡張期血圧
≧85㎜Hg，③脂質異常：中性脂肪≧150㎎/㎗
またはHDLコレステロール＜40㎎/㎗，④高血

糖：空腹時血糖値≧110㎎/㎗（食後採血時間が
8時間以上経過した場合を空腹時血糖とした）
または随時血糖値≧140㎎/㎗とし，②～④の基
準にはそれぞれの疾患で治療中もリスク因子の
定義に含めた。対象は，基本健診受診者19,273
人の中から①～④のリスク因子が不完全な者，
健診時年齢が90歳以上の者，因果の逆転を避け
るため平成12年12月以前の死亡者を除外した
19,107人とした。検討項目として上記の検査項
目のほか，飲酒の有無を定期的飲酒とその他，
喫煙の有無を現在喫煙と途中禁煙・非喫煙の 2
つのグループに分けた。グループ分けに当たっ
ては，各グループの人数に大きな偏りがないよ
うに非肥満群ではリスク因子数 0個， 1個， 2
個または 3個の 3群，肥満群ではリスク因子数
0または 1個， 2個または 3個の 2群の計 5群
に分類した。死因の分類は人口動態調査死因簡
単分類を用い，心疾患（簡単分類コード09201
～09208），脳血管疾患（簡単分類コード09301
～09304），循環器疾患（簡単分類コード09101
～09500）に分類した。ハザード比とその95％
信頼区間の算出は，Cox比例ハザードモデルを
用いた。

（ 2）　倫理的配慮
　本研究は当保健所内の事業の一環として実施
したものであり，十分な倫理的配慮を行うこと

表 1　肥満の有無･リスク因子の保有数別の対象者の属性
非肥満群 肥満群

肥満以外のリスク 肥満以外のリスク

0 1 2 または 3 0 または 1 2 または 3
ｎ 4 635     5 919     2 929     3 327     2 297     
女性（％） 75.9       67.0       56.2       71.7       60.4       
年齢（歳） 58.1(10.5) 63.6( 9.9) 65.4( 8.9) 62.2( 9.8) 64.2( 9.3)
BMI（㎏/㎡） 21.4( 2.0) 21.9( 1.9) 22.5( 1.8) 27.0( 2.0) 27.5( 2.2)
収縮期血圧（㎜Hg） 113.9( 9.8) 135.4(22.9) 140.7(14.5) 131.1(17.1) 143.0(26.3)
拡張期血圧（㎜Hg） 69.7( 8.0) 79.5(10.5) 81.6(10.1) 78.6(10.5) 83.9(10.0)
HDLコレステロール（㎎/㎗） 64.3(16.9) 60.8(17.0) 53.0(15.4) 56.6(19.2) 48.9(12.3)
中性脂肪（㎎/㎗） 78(59-102) 91(68-125) 155(100-201) 103(77-131) 171(126-225)
空腹時血糖（㎎/㎗） 90.3( 8.0) 94.1(13.4) 113.5(35.3) 94.7(10.7) 113.6(30.6)
随時血糖（㎎/㎗） 101.0(15.4) 107.0(23.1) 138.5(57.6) 107.9(19.0) 137.3(55.1)
高血圧（％） -         75.5       95.2      54.7       94.6       
脂質異常（％） -         20.0       72.4       15.4       81.1       
高血糖（％） -         4.6       46.3      3.1       45.2       
飲酒あり（%） 17.4       21.4       28.0      18.3       23.3       
喫煙あり（%） 18.5       18.9       25.1       13.9       18.1       
注　平均値（標準偏差）またはパーセントで表示。中性脂肪については中央値（ 4分位範囲）で表示。
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を前提に実施した。データは統計学的に処理さ
れ個人を特定されることはないこと，学術的な
目的あるいは保健所保健事業策定の目的以外に
は使用しない。解析は保健所内で外部と遮断し
た分析用パソコンで行った。

Ⅲ　結　　　果

　対象者19,107人中，経過中に1,507人の死亡
が観察された。内訳は心疾患による死亡が209
人，脳血管疾患による死亡が168人，循環器疾
患による死亡が425人，残りの705人は悪性新生
物を含むその他の死因であった。
　表 1に肥満の有無（BMI≧25：肥満群，BMI
＜25：非肥満群）とメタボリックシンドローム
の高血圧，脂質異常，高血糖のリスク因子の保
有数別の属性を示した。非肥満群の割合は
70.6％，肥満群の割合は29.4％であった。メタ
ボリックシンドロームの有病割合は全体で
12.0％であった。高血圧のリスク因子の占める
割合は非肥満群でリスク因子が 1個の場合
75.5％，リスク因子が 2個または 3個の場合
95.2％，肥満群でリスク因子が 0個または 1個
の場合54.7％，リスク因子が 2個または 3個の
場合94.6％と脂質異常，高血糖の保有割合に比
べて高かった。また，非肥満群，肥満群ともに
リスク因子の保有数が多くなるにつれて女性の
割合が減少し，飲酒あり，喫煙ありの割合が増
加した。
　表 2に年齢，性，飲酒の有無，喫煙の有無で
調整した肥満の有無と肥満以外のリスク因子保
有数別のハザード比とその95％信頼区間を示し
た。リスク因子 0個の非肥満群を基準とした脳
血管疾患死亡ハザード比はリスク因子 2個また
は 3個の非肥満群で2.10（95％信頼区間：1.17
－3.95），循環器疾患死亡ハザード比はリスク
因子 2個または 3個の非肥満群およびリスク因
子 2 個または 3 個の肥満群でそれぞれ1.55
（1.06－2.29），1.55（1.03－2.35）と有意な
リスク増加を認めた。しかし，心疾患死亡では
肥満の有無，リスク因子の保有数による有意な
リスク増加は認められなかった。

　表 3に肥満，高血圧，脂質異常，高血糖の 4
つのリスク因子ごとの調整ハザード比を脳血管
疾患，心疾患，循環器疾患死亡別に示した。高
血糖による脳血管疾患死亡のハザード比は1.67
（95％信頼区間：1.11－2.46），心疾患死亡の
ハザード比は1.53（1.06－2.17），循環器疾患
死亡のハザード比は1.50（1.16－1.91）といず
れの疾患においても有意に死亡リスクを上昇さ
せていた。また，高血圧による脳血管疾患死亡

表 2　肥満の有無･リスク因子保有数別のハザード比

ｎ 死亡数 ハザード比
（95％信頼区間） ｐ値

脳血管疾患
非肥満群
リスク数
0 4 436 22 1.00 (reference)
1 5 461 57 1.31 (0.74-2.45)
2 または 3 2 624 46 2.10 (1.17-3.95) <0.05

肥満群
0または 1 3 143 26 1.37 (0.71-2.72)
2 または 3 2 104 17 1.30 (0.64-2.66)

心疾患
非肥満群
0 4 445 31 1.00 (reference)
1 5 483 79 1.25 (0.79-2.04)
2 または 3 2 620 42 1.16 (0.68-1.98)

肥満群
0または 1 3 142 25 0.91 (0.50-1.63)
2 または 3 2 119 32 1.36 (0.78-2.38)

循環器疾患
非肥満群
0 4 470 56 1.00 (reference)
1 5 555 151 1.32 (0.93-1.91)
2 または 3 2 674 96 1.55 (1.06-2.29) <0.05

肥満群
0または 1 3 177 60 1.20 (0.79-1.83)
2 または 3 2 149 62 1.55 (1.03-2.35) <0.05

注 　ハザード比（95％信頼区間）は年齢，性，飲酒有無，喫煙有無
のリスク因子で調整した。

表 3　循環器疾患死亡に対するリスク因子のハザード比

ｎ 死亡数 ハザード比
（95% 信頼区間） ｐ値

脳血管疾患
肥　　満 5 247 43 0.86 (0.57-1.26)
高 血 圧 10 282 132 1.75 (1.14-2.79) <0.05
脂質異常 5 258 44 0.86 (0.58-1.25)
高 血 糖 2 454 42 1.67 (1.11-2.46) <0.05

心疾患
肥　　満 5 261 57 0.91 (0.64-1.28)
高 血 圧 10 300 150 1.00 (0.71-1.41)
脂質異常 5 281 67 1.00 (0.71-1.38)
高 血 糖 2 460 48 1.53 (1.06-2.17) <0.05

循環器疾患
肥　　満 5 326 122 0.97 (0.76-1.23)
高 血 圧 10 475 325 1.35 (1.05-1.77) <0.05
脂質異常 5 343 129 0.97 (0.76-1.23)
高 血 糖 2 513 101 1.50 (1.16-1.91) <0.05

注 　ハザード比（95％信頼区間）は年齢，性，飲酒有無，喫煙有
無のリスク因子で調整した。
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のハザード比は1.75（1.14－2.79），循環器疾
患死亡のハザード比は1.35（1.05－1.77）とこ
れらの疾患の死亡リスクを上昇させていた。い
ずれの死亡においても，肥満，脂質異常による
リスクの有意な上昇は認められなかった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究は，平成11年度の郡山市の基本健康診
査を受診した市民を平成13年 1 月から平成20年
12月までの期間の後ろ向きコホート研究により
メタボリックシンドロームのリスク因子と循環
器疾患による死亡との関係を検討したものであ
る。
　メタボリックシンドロームと脳血管疾患罹患
の関係を検討した斉藤らは，リスク因子が 1個
の場合，肥満の有無に関係なくハザード比が上
昇することを報告している1）2）。大橋らも肥満
の有無に関係なくリスク因子の数が増えるとと
もに脳血管疾患罹患のハザード比が上昇するこ
とを報告している1）3）。本研究でも，脳血管疾
患による死亡リスクは肥満がなくリスク因子が
2または 3個の群で有意に上昇し，循環器疾患
による死亡リスクは肥満なしでリスク因子が 2
または 3個，肥満ありでリスク因子が 2または
3個の群で有意に上昇しており，肥満の有無に
関係なくリスク因子が多くなるとハザード比が
有意に上昇する結果が得られた。肥満と保有リ
スク数 2または 3個の群では，肥満の有無に関
係なく高血圧が 9割，脂質異常が 7～ 8割であ
るが，脳血管疾患，循環器疾患死亡と脂質異常
の間には有意の関連がないことから，脳血管疾
患，循環器疾患の死因に関しての主要なリスク
因子は肥満ではなく高血圧であると思われた。
心疾患による死亡に関しては，肥満の有無，リ
スク因子数との関連は見いだせなかった。しか
し，心疾患は脳血管疾患，循環器疾患による死
亡とともに高血糖と有意な関連があった。脳血
管疾患，心疾患，循環器疾患による死亡を予防

する対策として高血圧と同様に高血糖対策も重
要であることが示された。非肥満群で高血圧の
リスクを保有する者は6,783人（全対象者の
35.5％），高血糖のリスクを保有する者は2,497
人（13.1％）存在していることから一般市民に
おいても肥満を伴わない高血圧，高血糖を持つ
者が相当数存在することが推測され，今後の心
疾患，脳血管疾患，循環器疾患の発症の予防対
策は肥満者だけでなく非肥満者で高血圧，高血
糖を有する者にも注意を払わなければならない
ことを示唆している。
　本研究は，肥満の定義をメタボリックシンド
ロームの基準の 1つである腹囲ではなくBMIに
しているため内臓肥満を正確に反映していない
可能性があること， 1回のみの血圧測定である
ため血圧変動の可能性があること，メタボリッ
クシンドロームに随時血糖採血者を含んでいる
こと，飲酒に関するアンケート内容が多量飲酒
者を特定する質問項目に適していないことなど
の限界があり今後検討しなければならない課題
である。
　本研究の実施に際し，多大なる御協力を頂き
ました福島県立医科大学衛生学部・予防医学講
座の方々に深く感謝いたします。

文　　　献
1 ）Kadota A, Hozawa A, Okamura T, et al. Relation-

ship between metabolic riskfactor clustering and 

cardiovascular mortality stratifi ed by high bloodg-

lucose and obesity NIPPON DATA90, 1990-2000. 

Diabetes Care 2007；30：1533-38．

2 ）斉藤功，小西正光，渡部和子，他．地域集団にお

けるメタボリックシンドロームの脳卒中罹患に及

ぼす影響について．日本公衆衛生雑誌　2007；54

（10）：677-83．

3 ）大橋靖雄，島本和明，佐藤眞一，他．肥満を含む

循環器リスクファクターの重積と脳卒中発症リス

クの検討．日本公衆衛生雑誌　2011；58（12）：

1007-15．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


